
ＪＲ総連の仲間からの呼びかけについて 

 

２０２４年４月１日付けで「ＪＲ総連の旗のもとに結集する７単組・ＪＲ総

連からＪＲ東海労の仲間に訴える！」という声明が、ＪＲ北海道労組・ＪＲ東

労組・ＪＲ西労・ＪＲ貨物労組・鉄研労・システム労・聚楽労組およびＪＲ総

連の総意として発せられました。 

ＪＲ総連に加盟する各単組から、私たちＪＲ東海労に“ＪＲ総連の旗のも

とでともに歩んでいこう”というありがたい呼びかけ文です。 

しかし、今更言うまでもなく、私たちＪＲ東海労はこれまでもそうでした

が、今後もＪＲ総連の一員としてＪＲ労働運動の強化発展のために共に闘う

決意はいささかも変わりません。これからも東海の地で、あたりまえの労働

運動を展開することを通じてＪＲ総連運動の発展の一端を担う決意です。 

各単組の皆さんのご指摘の通り、労働組合の生命線は「団結」であること

は間違いありません。したがって産別組織であるＪＲ総連は、結集する加盟

各単組に多種多様な意見がある事を認め且つ尊重しながら、忌憚のない議論

を交わして、産別として一致できる方針を見いださなくてはなりません。 

確かに現在、ＪＲ東海労が進めている闘いに対してＪＲ総連から異論が提

起され、幾つかの事実認識や闘いの方向性について齟齬が生じていることは

事実です。ＪＲ東海労は、この現状を一刻も早く打開するために、ＪＲ総連

と、ＪＲ東海労本部、そしてＪＲ東海労新幹線関西地本が膝をつき合わせた

忌憚のない議論の場を設けることが必要不可欠だと訴えていますが、残念な

がら実現していません。 

したがって、事態解決に向け忌憚のない議論の場の実現に向け、ＪＲ総連

執行部および各単組指導部の皆さんの御尽力を要請し、今後ともＪＲ総連と

共に闘う決意を明らかにし、ＪＲ東海労中央執行委員会としての考えとしま

す。 
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